
①　計画　（Plan）

②　実施　（Do）

③　振り返り（Check）

④　改善（Ａｃｔｉｏｎ）

長期振興計画

の位置づけ

施策名 社会教育の充実

基本事業名 社会教育施設整備の充実

事業名 社会教育施設長寿命化計画策定事業 総事業費 9,845 千円

事業の意図 長寿命化計画を策定することにより、社会教育施設の計画的な施設の整備・改修を行うことができる

事業の実績

と

成果

取組内容

計画的策定内容の検討、入札契約審査委員会、指名通知、入札、業者決定、業者との協議

8施設のうち、社会教育係所管は、長寿命化計画策定業務委託（社会教育係所管施設）図書館・青少年ホー

ム・市民会館

成　果

国の方針として策定を求めており、平成32年度までに長寿命化計画を策定していない施設等は、整備・改

修実施の際、地方債の措置が適用されなくなるため、早急に取り組む必要のある事業であった。専門的な要

素が強いので、専門機関の協力を得ながらの取組が必要であり、利用者へ安心・安全な空間を提供し、利用

者の目線に立った環境を確保することができた。

事業実施上の課題

（事業担当者記入）
特になし

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

学習活動やスポーツ及び文化活動の拠点施設として、今ある施設を維持（延命化）するとともに機能の保持・充実

を図る必要がある。

今後の課題としては、上位計画の西之表市公共施設等総合管理計画及び長期振興計画との整合性が求められる。

2020年度方向性 令和元年度事業終了

【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明



①　計画　（Plan）

②　実施　（Do）

③　振り返り（Check）

④　改善（Ａｃｔｉｏｎ）

長期振興計画

の位置づけ

施策名 社会教育の充実

基本事業名 社会教育施設整備の充実

事業名 青少年の家解体事業 総事業費 3,000 千円

事業の意図 老朽化施設（青少年の家）の管理運営を廃止し、周辺の危険を防止し、市民の安全性を確保する。

事業の実績

と

成果

取組内容
老朽化し危険である西之表市青少年の家の施設を解体する。解体に伴う入札関連事務や解

体工事等。

成　果
施設撤去により被害を被ることが無くなるので、安全性が確保されることから、満足度が

得られる。将来的な維持費等が発生することはない。

事業実施上の課題

（事業担当者記入）
特になし。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

施設の老朽化により、実質平成27年度から利用を停止していたこともあり、安全確保のため施設

を解体した。

2020年度方向性 令和元年度事業終了

【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明


